
令和4年3月号 　京都市立北野中学校　図書館

学校司書　坪井　真穂

図書館を利用してくれた皆さん！また、図書館の運営に携わってくれた文化図書委員会の皆さん、授業活用頂いた先生方、一年間ありがとうございました。

借りている本は3月１１日（金）までに必ず返却下さい！
※年度末なので、期限厳守でお願いします。延滞や延長はできません。

※閉館中の本の返却は図書館前の返却ＢＯＸへお願いします。

📖 1年生

1位 １－３ Ｍ．Ｋ さん ６８冊※

2位 １－４ Ｓ．Ｃ さん ３９冊

３位 １－４ Ｆ．Ｋ さん ２４冊

📖 2年生

1位 ２－２ Ｆ．Ｓ さん ８２冊※

2位 ２－２ Ｔ．Ｈ さん ６０冊※

3位 ２－２ Ｙ．Ｋ さん ３５冊

📖 3年生
1位 ３－３ Ｍ．Ｈ さん ２７４冊※
２位 ３－４ Ｔ．Ｓ さん ３４冊
3位 ３－４ Ｔ．Ｋ さん ２４冊
※年間50冊以上達成者には年間多読賞を進呈します。

📖3年間の貸出総数100冊以上を達成した3年生
３－３ Ｍ．Ｈ さん 668冊 ３－４ Ｙ．Ｋ さん 116冊

３－２ Ｏ．Ｋ さん 103冊 ３－４ Ｔ．Ｓ さん 100冊
※3年間で100冊以上借りた3年生にはＢｅｓｔＲｅａｄｅｒ賞を贈ります。

📚クラス別最多貸出冊数

1位 ３－３ ３０５冊
2位 ２－２ ２６４冊

3位 １－４ ２１６冊

3年生の皆さんへ

いよいよ卒業ですね。ご卒業おめでとうございます。
君たちが入学した年、私もこの北野中で学校司書とし
て働きはじめました。3年間みなさんの成長にほんの少
しですが、司書として関わってこれたことに嬉しさを
感じつつ（巣立ちの）さみしさをちょっぴり感じでい
ます。
この先、心が折れそうなとき、不安で何も手につかな
いとき、自分が何をしたいのか分からなくなった時、
目に留まった本を開いてみてください。気が付くと少
し心が軽くなっていることに気が付くはずです。
これからも本が読める日常を大切に。

学校司書 坪井

今、「本が読める日常」が奪われている人々がいます。「本が読める日常」それは、その国の人権が守られ、

平和である証です。一日でも早く、この世界が安心して本が読める日常を取り戻せますように…。

202１年度 図書貸出冊数上位者 発表

文化図書委員会より

お知らせ

学級文庫の返却は

３年生は 3月９日（水）

１，２年生は ３月１６日（水）

紛失本が出ているクラスは
返却日までに探し出してください！
見つけた人は
委員または担任の先生まで！

終学活後、委員が図書館へ返却しに行きます。

前日にも点検を行います。

それまでに紛失本が出ないよう、

ルールを守ってご利用、ご協力ください。

クラス別での開館等、コロナ禍でいろんな制限があった中、
ご不便をかけながらも、みなさんのご理解とご協力を頂き、図
書館を開館できたこと、心から感謝します。本当にありがとうご
ざいました。今年度は、北野中のみなさんの図書館での取り
組み（授業実践や委員会活動等々）が認められ、「京都市子ども
の読書活動優秀実践団体」として、教育長賞を受賞するという
嬉しいニュースもありました。
※図書館前ガラスケースに賞状を展示しています。ぜひご覧下さい。

また、2021年度の年間貸出総数は、2月末までで、

なんと、３３０５冊！（因みに昨年は2460冊）

今年は昼休みに図書館行かなかったな～という人も、4月から
は是非図書館をご利用ください。借りたことのない人は、まず
は新学期からの朝読の本を探しに来てください。図書館はこ
れからも、あなたと本との素敵な「出逢い」を応援し続けます。
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長田 弘／著「世界は一冊の本」 晶文社 1994年 より一部抜粋


